
第16回滋賀県首長会議 滋賀県提出資料
令和２年７月21日（火）14:00～16:00
場所：甲賀市役所本館3階301会議室

【不登校児童生徒の総合的な支援の推進】 幼小中教育課 生徒指導・いじめ対策支援室

【平成30年度の県内公立学校の状況】
・小学校 平成29年度 453人→平成30年度 617人（在籍率：0.76％、全国0.70％）
全国平均をやや上回り、２年連続の増加
・中学校 平成29年度1,189人→平成30年度1,316人（在籍率：3.37％、全国3.81％）
全国平均を下回るものの４年連続の増加
・高等学校 平成29年度 834人→平成30年度 675人（在籍率：2.17％、全国1.81％）
昨年度より約0.5p減少したものの、全国平均を上回っている

現
状

学校組織力の向上、将来の社会的自立に向けた支援の充実チーム学校
地域・関係機関等

との連携

対策１■不登校の未然防止の取組→新規不登校児童生徒数の減少
①わかる授業、学級集団づくり、児童会・生徒会活動の充実
②家庭と連携した基本的な生活習慣づくり
③特別な教育的支援を必要とする児童生徒への適切な対応
④開かれた学校づくり、社会総かがりで子どもを育む

対策２■早期発見・早期対応の充実→様々な要因・背景への対応
①健康観察の充実と情報共有の工夫
②欠席日数に応じた対応（電話連絡、家庭訪問等）
③専門家を交えたケース会議の実施によるアセスメントと
プランニング

対策３■社会的自立・登校に向けた支援
→長期化・継続化を防ぐ対応
①専門家を交えたアセスメントとプランニングの見直し
②適応指導教室・民間施設等との連携強化
③福祉機関等への引継ぎ・連携

○スクールカウンセラー
・公立全中・高等学校に

配置
・公立全小学校に訪問

○スクールソーシャル
ワーカー

・全19市町に配置

・小学校重点配置校の拡充
H29：72時間/年×25校

⇒R ２：87時間/年×35校

・各市町への配置基準時間数
の拡充
H29：市:6時間×2日×43週

町:6時間×26日
⇒R ２：市:6時間×2日×50週

町:6時間×40日

不登校児童生徒在籍率[％]、不登校児童生徒数（滋賀県）[人]

種 別 年 度 小 学 校 中 学 校 高等学校

滋
賀
県

公 立
平成29年度 0.56 453 2.98 1,189 2.64 834 

平成30年度 0.76 617 3.37 1,316 2.17 675 

国公私立
平成29年度 0.56 457 2.99 1,261 2.85 1,135 

平成30年度 0.75 620 3.39 1,394 2.40 948 

全

国

公 立
平成29年度 0.55 3.38 1.68 

平成30年度 0.70 3.81 1.81 

国公私立
平成29年度 0.54 3.25 1.51 

平成30年度 0.70 3.65 1.63 

※ 義務教育学校は前期課程を小学校、後期課程を中学校に含む
文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」より

１ 資料２ 不登校・ひきこもり対策について
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スクールソーシャルワークスーパーバイザーを市町に派遣し、
①「教育と福祉が連携した支援体制」の強化・充実
②「訪問型家庭教育支援」のモデル構築と普及
に取り組む

事業内容

家庭家庭

困難な課題を抱える子ども・家庭への支援【予算額 3.42百万円】

子ども子ども

県教育委員会
幼小中教育課

①教育と福祉の連携支援

県教育委員会
生涯学習課

②訪問型支援の普及

スクールソーシャルワーク
スーパーバイザー

市町教育委員会
市町福祉部局
市町教育委員会
市町福祉部局

助言等

市町家庭教育
支援チーム
市町家庭教育
支援チーム相乗効果

助言等

連携
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